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書
籍
「
沖
縄
と
核
」（
新
潮
社
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

ご希望の方は、TEL・06-6568-7731 新聞部まで

核と沖縄
NHK広島放送局ディレクターを招いて

府下4270会員の歯科保険医協会
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子
ど
も
の
貧
困
問
題
大
阪
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

現
場
か
ら
見
え
る
子
ど
も
の
貧
困

第
７
回
総
会
を
開
催

い
た
。
沖
縄
の
資
料
館
で
展
示
さ

れ
て
い
る
そ
の
写
真
に
は
、
ア
メ

リ
カ
軍
の
砲
弾
に
よ
っ
て
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
多
く
の
日
本
人
が

亡
く
な
っ
た
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
松
岡
氏
の
調
査

で
、
実
は
日
本
軍
が
自
決
用
に
持

っ
て
い
た
手
榴
弾
の
残
骸
が
付
近

に
落
ち
て
い
る
こ
と
を
突
き
止

め
、
こ
の
多
く
の
倒
れ
た
人
々

は
、
自
決
に
よ
っ
て
集
団
で
亡
く

な
っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
判

明
し
た
。
集
団
自
決
は
沖
縄
戦
最

大
の
悲
劇
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
日
付
は

１
９
４
５
年
６
月
21
日
。
沖
縄
の

番
組
作
成
過
程
で

番
組
作
成
過
程
で

集
団
自
決
が
判
明

集
団
自
決
が
判
明

　

講
演
で
松
岡
氏
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス

ペ
シ
ャ
ル
「
沖
縄
・
出
口
な
き
戦

場
」
の
制
作
過
程
を
説
明
さ
れ

た
。
松
岡
氏
は
、
沖
縄
の
核
の
歴

史
を
あ
る
一
枚
の
写
真
を
ど
う
み

る
か
を
通
じ
て
、
真
実
に
迫
っ
て

組
織
的
戦
争
が
終
結
を
迎
え
た
の

が
６
月
22
日
。
松
岡
氏
は
、
沖
縄

戦
の
本
質
を
描
き
た
い
と
し
て
番

組
を
制
作
し
た
が
、
こ
の
凄
惨
な

内
容
が
視
聴
者
に
耐
え
う
る
の
か

と
い
う
疑
問
を
上
層
部
が
持
ち
、

結
局
こ
の
番
組
は
一
部
未
放
送
と

な
っ
た
。
松
岡
氏
は
、
沖
縄
戦
の

凄
惨
さ
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
二
度

と
戦
争
を
さ
せ
な
い
た
め
に
必
要

だ
と
語
っ
た
。

構
造
的
な
差
別

構
造
的
な
差
別

核
脅
威
・
恐
怖
の
前
線

核
脅
威
・
恐
怖
の
前
線

　

松
岡
氏
は
さ
ら
に
戦
後
、
沖
縄

の
本
土
復
帰
後
も
沖
縄
に
対
す
る

差
別
の
構
造
が
残
る
と
指
摘
し

た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
米
ソ
冷
戦
に

勝
つ
た
め
に
、
日
本
を
極
東
の
軍

事
拠
点
に
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
。

１
９
５
４
年
３
月
１
日
の
ビ
キ
ニ

水
爆
実
験
に
よ
る
第
五
福
竜
丸
漁

船
の
被
爆
な
ど
も
大
き
く
影
響

し
、
日
本
本
土
で
は
、
ア
メ
リ
カ

に
守
っ
て
も
ら
い
た
い
が
、
本
土

に
は
核
兵
器
を
持
ち
込
ん
で
ほ
し

く
な
い
と
い
う
世
論
が
圧
倒
的
だ

っ
た
。
そ
の
し
わ
寄
せ
が
沖
縄
に

も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
構
図
だ
。

今
も
日
本
の
米
軍
基
地
の
７
割
が

沖
縄
に
お
か
れ
、
そ
の
中
で
、
米

軍
に
よ
る
暴
行
事
件
も
起
こ
り
、

核
弾
頭
ミ
サ
イ
ル
が
誤
発
射
さ
れ

た
事
件
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を

知
っ
た
。

　

基
地
が
あ
る
だ
け
で
核
兵
器
の

恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
、
ミ
サ
イ
ル
を

置
く
こ
と
で
隣
国
か
ら
は
脅
威
と

さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
前
線
に
沖

縄
は
今
も
立
た
さ
れ
て
い
る
。
戦

争
の
足
音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

な
今
、
先
の
戦
争
で
私
た
ち
は
何

を
学
ん
だ
の
か
、
何
を
思
い
返
す

べ
き
な
の
か
を
改
め
て
考
え
る
機

会
と
な
っ
た
。

　

〝
も
っ
と
頼
り
に
な
る
協

会
〞
を
目
指
し
、「
会
員
紹
介

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
下
記
の

通
り
に
実
施
中
で
す
。
こ
の

機
会
に
ご
子
息
・
ご
令
嬢
、

お
知
合
い
の
先
生
を
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。

　

協
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

迅
速
な
情
報
提
供
や
、
日
々

の
相
談
な
ど
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
好
評
の
施
設
基
準

研
修
会
や
、
個
別
指
導
対
策

講
習
会
、
「
生
涯
研
修
講
座
」

な
ど
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
開
業
届
出
や
社

保
、
労
務
・
税
務
、
患
者
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
分
か
ら
な
い
こ

と
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

何
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
免
責
期
間
の
短

縮
で
さ
ら
に
活
用
し
や
す
く

な
っ
た
休
業
保
障
、
昨
年
よ

り
も
予
定
利
率
が
０
・
03
％

増
加
し
た
保
険
医
年
金
（
予

定
利
率
１
・
１
７
０
％
）
も

魅
力
で
す
。

 

組
織
部
長　

玉
川
尚
美

　

子
ど
も
の
貧
困
問
題
大
阪

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
２
月
26

日
、
第
７
回
総
会
を
Ｍ
＆

Ｄ

ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。
参
加

者
は
30
人
。
中
田
進
理
事
長

が
挨
拶
し
、
総
会
議
事
で

は
、
活
動
報
告
・
方
針
と
、

収
支
・
監
査
と
予
算
、
役
員

選
出
の
提
案
が
あ
り
拍
手
で

承
認
し
た
。

　

総
会
後
は
「
現
場
か
ら
見

え
る
子
ど
も
の
貧
困
」
を
テ

ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
。
協
会
か
ら
戸
井
逸
美
副

理
事
長
が
報
告
し
た
。
子
ど

も
の
む
し
歯
は
激
減
し
て
き

て
い
る
も
の
の
、
他
の
診
療

科
に
お
け
る
疾
患
と
比
べ
、

う
蝕
有
病
率
は
小
学
生
・
中

学
生
・
高
校
生
の
い
ず
れ
も

３
〜
４
割
と
な
っ
て
お
り
、

「
学
校
健
診
で
最
も
多
い
疾

病
だ
」
と
報
告
。
し
か
し
学

校
健
診
で
要
受
診
と
さ
れ
た

に
も
関
わ
ら
ず
未
受
診
の
子

ど
も
は
、
歯
科
で
62
・
３
％

（
前
回
57
％
）
と
、
２
０
１

８
年
度
調
査
よ
り
２
０
２
０

年
度
調
査
で
増
加
し
て
お

り
、
背
景
に
は
経
済
格
差
が

あ
る
と
指
摘
し
た
。
経
済
的

未
受
診
を
解
消
す
る
上
で

も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
だ
れ
も
が
お
金
の
心
配

な
く
歯
科
受
診
が
で
き
る
よ

う
に
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯

科
医
療
を
求
め
る
」
請
願
署

名
へ
の
協
力
を
よ
び
か
け

た
。

　

ま
た
、
藤
永
延
代
副
理
事

長
が
、
「
ま
ご
こ
ろ
米
」
に

つ
い
て
発
言
。
福
島
県
農
民

連
（
農
業
団
体
）
か
ら
、
約

10
ト
ン
の
お
米
を
無
償
で
提

供
を
受
け
、
子
ど
も
食
堂
や

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
取
り
組
み

に
配
布
し
た
活
動
を
紹
介
し

た
。
最
後
に
、
各
報
告
の
ま

と
め
を
兼
ね
て
、
奈
良
女
子

大
学
の
中
山
徹
教
授
が
講
演

し
閉
会
し
た
。

憲
法
41
条
に
反
し
、
違
法
」

と
主
張
。
東
京
協
会
役
員
ら

は
、「
厚
労
省
は
『
義
務
化

に
従
わ
な
い
と
保
険
医
療
機

関
指
定
の
取
消
事
由
と
な
り

う
る
』
な
ど
と
発
言
し
て
い

た
が
、
根
拠
と
な
る
省
令
は

違
憲
・
違
法
だ
」
と
主
張
。

ま
た
、「
よ
く
知
る
医
療
機
関

が
廃
業
す
る
こ
と
は
地
域
医

療
に
大
き
な
損
失
だ
」
と
提

訴
へ
の
理
由
を
語
っ
た
。
東

京
協
会
は
、
全
国
の
医
師
・

歯
科
医
師
に
訴
訟
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
（
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）。

　

東
京
保
険
医
協
会
の
医
師

ら
２
７
４
人
が
２
月
22
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
義

務
化
は
違
憲
・
違
法
だ
と
し

て
、
公
法
上
の
義
務
が
存
在

し
な
い
こ
と
の
確
認
を
求

め
、
国
を
相
手
取
り
東
京
地

裁
に
提
訴
し
た
（
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
義
務
化
不
存
在

確
認
等
請
求
訴
訟
）。
弁
護

団
は
、
提
訴
後
の
記
者
会
見

で
、「
健
康
保
険
法
が
委
任

し
て
い
な
い
事
項
を
療
養
担

当
規
則
で
規
定
し
た
こ
と
は

真
実
を
、
米
国
で
発
掘
し
た
秘

蔵
資
料
と
当
事
者
た
ち
の
証
言

で
物
語
る
。
大
反
響
と
な
っ
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
に
未
放
送

情
報
を
加
え
完
全
書
籍
化
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
・
松
岡
哲
平
氏
の
「
沖

縄
と
核
」
を
先
着
３
名
の
方
に

贈
呈
し
ま
す
。

　

米
軍
占
領
下
、
東
ア
ジ
ア
最

大
の
核
基
地
と
な
っ
た
沖
縄
の

期間　2023年２月～５月末日
対象　府内で開業、勤務する歯科医
内容　 期間内に会員の先生のご紹介に

よって、入会された場合、ご紹
介頂いた会員の先生にはクオカ
ード３千円分を進呈。

　

２
月
23
日
、
近
畿
の
反
核
医
師
の
会
な
ど
で
つ
く
る
近
畿
反
核

医
師
懇
談
会
が
、
「
沖
縄
と
核
〜
恐
怖
と
隣
り
合
わ
せ
の
島
で

〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し
た
。
講
師
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島

放
送
局
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
松
岡
哲
平
氏
。
保
団
連
・
非
核
平
和
部

員
で
反
核
医
師
の
会
常
任
理
事
の
中
村
新
太
郎
氏
に
感
想
を
寄
せ

て
も
ら
っ
た
。

オン資義務化
撤回で提訴

原
告
団
参
加
参
加
申
し
込
み

（
東
京
協
会
）


